
辰巳芳子の著作
刊行年の古い順、価格は税抜き、◉は文庫

「絶版」や「品切れの可能性」がある本も、中古、
電子書籍で入手できるものがあります

2019 年 7 月現在

『ゆずりうけた母の味　辰巳浜子料理帖より』
単行本　1978 年 9 月　婦人之友社刊　絶版

『手の味　こころの味』
単行本　1986 年 4 月　海竜社刊　絶版
後に加筆、再編集して『手からこころへ』と改題し刊行。さらに『味覚旬月』という題で
文庫化もされている。

『手づくり保存食　おいしくつくれて安心して食べられる』
単行本　1986 年 5 月　女子栄養大学出版部刊　絶版
後に加筆、再編集して『仕込みもの』と改題し刊行。

『辰巳芳子のことことふっくら豆料理　母の味・世界の味』
単行本　1991 年 5 月　農山漁村文化協会刊　2286 円
大豆や小豆など、日々食べていきたい豆料理を紹介。

『手しおにかけた私の料理　辰巳芳子がつたえる母の味』
単行本　1992 年 10 月　 婦人之友社刊　1500 円
1960 年刊行の辰巳浜子著『手しおにかけた私の料理』に加筆して刊行。

『定本　正月料理』
単行本　1992 年 11 月　ＮＨＫ出版刊　絶版
柳原一成　辰巳芳子　高橋英一　西健一郎共著
ＮＨＫきょうの料理 35 周年記念出版。『辰巳芳子　慎みを食卓に　〜その一例〜』に一部
が再録されている。

『辰巳芳子が薦めるぜひ取り寄せたい確かな味』
単行本ソフトカバー（料理王国 BOOKS）　1996 年 4 月　料理通信社刊　絶版　
後に再編集し『この食を守りたい　――その一端として』と改題し刊行。

『味覚日乗』
単行本　1997 年 10 月　かまくら春秋社刊　2200 円

『かまくら春秋』の連載をまとめた随筆。後に文庫化。



『辰巳芳子の旬を味わう　――いのちを養う家庭料理――』
大型単行本ソフトカバー　1999 年 3 月　ＮＨＫ出版刊　2600 円
２年にわたる朝日新聞連載をまとめた食にまつわる随筆、レシピ集。和食を中心に 110 点
ほどのレシピを収録。

『家庭料理のすがた　旬は風土の愛し子 人も風土の愛し子』
単行本　2000 年 1 月　文化出版局刊　2000 円
旬を主題にした随筆。展開料理の考え方と数々のレシピも提案。後に文庫化。

『辰巳芳子の家庭料理の世界　「手しおにかける食」の提案』
ムック（別冊太陽）　2002 年 4 月  平凡社刊　品切れの可能性
辰巳芳子の料理観と基本献立を網羅。ジョエル・ロブションとの対談も収録。

『味覚日乗』◉

文庫　2002 年 5 月　筑摩書房刊　950 円
随筆。1997 年にかまくら春秋社から刊行された同題単行本の文庫化。

『あなたのために　いのちを支えるスープ』
大型単行本　2002 年 8 月　文化出版局刊　2600 円
離乳食に始まり人生最期の時まで私たちを支えてくれるスープこそ、家庭料理のとりで。
写真とともにスープ、汁物のすべてを丁寧に紹介する辰巳芳子の代表作。

『いのちをいつくしむ新家庭料理』
大型単行本ソフトカバー　2003 年 3 月　マガジンハウス刊　品切れの可能性
写真とともにスープ 25 品を含めた家庭料理を詳しくやさしく説く。

『いのちの食卓』
単行本　2004 年 9 月　マガジンハウス刊　 品切れの可能性
随筆。家庭の食を守る蒸し料理などを紹介。後に文庫化。

『手からこころへ』
単行本　2004 年 12 月　海竜社刊　品切れの可能性
随筆。1986 年に刊行された 『手の味　こころの味』に加筆、再編集して復刊。

『味覚旬月』◉

文庫　2005 年 4 月　筑摩書房刊　品切れの可能性
随筆。1986 年に刊行された 『手の味　こころの味』を再編集した『手からこころへ』に、
未収録の章を追加し文庫化。



『毛づくろいする鳥たちのように』
単行本　2005 年 4 月  集英社刊　品切れの可能性　辰巳芳子　中谷健太郎共著
随筆。湯布院の亀の井別荘主人、中谷健太郎氏との食に関する交換エッセイ集。

『いのちを養う四季のスープ　ＮＨＫきょうの料理』
単行本　2006 年 2 月　ＮＨＫ出版刊　品切れの可能性 
写真と付属 DVD で 12 品のスープのつくり方を紹介。

『辰巳芳子　慎みを食卓に　〜その一例〜』
大型単行本　2007 年 2 月　ＮＨＫ出版刊　2800 円
70 品程度のレシピとともに季節の献立を提案。梅干しやおせち料理などについても、丁寧
に解説。

『辰巳芳子　食の位置づけ　〜そのはじまり〜』
単行本　2008 年 8 月　東京書籍刊　品切れの可能性
随筆。福岡伸一氏の動的平衡についての解説や、伊藤幸史神父との対談も収録。

『辰巳芳子にまなぶ　希望をはぐくむ　日々の食卓』
単行本ソフトカバー　2008 年 11 月　ＰＨＰ研究所刊　品切れの可能性
辰巳芳子監修　グラフマーケット編
ここまでの著書や講演をもとに編集。

『いのちの食卓』◉

文庫　2008 年 12 月　マガジンハウス刊　 品切れの可能性
随筆。2004 年に刊行された同名単行本の文庫化。

『新版　娘につたえる私の味』
大型単行本　2008 年 12 月　文藝春秋刊　4000 円　辰巳浜子　辰巳芳子共著
1969 年刊の辰巳浜子著『娘に伝える私の味』（婦人之友社）に注釈を追加して復刊。月別に
旬のレシピを 250 以上掲載。後に新書化。

『庭の時間』
単行本　2009 年 3 月　文化出版局刊　1600 円
月々の庭の植物と料理を主題にした随筆。

『みその本　みその料理』
単行本　2009 年 5 月　文化出版局刊　1600 円　辰巳浜子著　辰巳芳子編
1972 年刊の辰巳浜子著の随筆『みその本』に加筆、復刊。



『辰巳芳子の展開料理　基礎編』
大型単行本　2009 年 5 月　エムオン・エンタテインメント刊　品切れの可能性
写真とともに幅広い料理のつくり方を掲載。章立ては「ソース」「出汁・合わせ調味料」「豆・
穀類」「乾物」。

『この国の食を守りたい　――その一端として』
単行本ソフトカバー　2009 年 6 月　筑摩書房刊　2200 円
1996 年刊の『辰巳芳子が薦めるぜひ取り寄せたい確かな味』を元に再編集。

『家庭料理のすがた　旬は風土の愛し子 人も風土の愛し子』◉

文庫　2009 年 6 月　文藝春秋刊　品切れの可能性
2000 年に文化出版局から刊行された同名単行本の文庫化。

『辰巳芳子の展開料理　応用編』
大型単行本　2009 年 10 月　エムオン・エンタテインメント刊　品切れの可能性
写真とともに幅広い料理のつくり方を掲載。章立ては「肉料理」「魚料理」「卵料理」「野菜料理」

「献立のたて方」。

『辰巳芳子 スープの手ほどき　和の部』
新書　2011 年 1 月　文藝春秋刊　1150 円
写真とともに和のスープのつくり方を掲載。章立ては「季節のみそ汁」「和の基本だしのひ
き方」「いのちに寄り添う煎汁」「大地の賜もの」「日乗の鍋」「かゆはポタージュ」。

『辰巳芳子 スープの手ほどき　洋の部』
新書　2011 年 2 月　文藝春秋刊　1200 円
写真とともに洋のスープのつくり方を掲載。章立ては「まずつくるべき汁もの」「洋の基本
蒸らし炒め」「春のポタージュ・リエ」「酷暑に備える汁もの」など。

『まごころの人　辰巳浜子』
単行本 　2011 年 2 月　文化出版局刊　1700 円　辰巳芳子編
随筆。1978 年刊の辰巳浜子著『私の「風と共に去りぬ」』の新装復刻本。

『暮しの向付』
単行本 　2011 年 7 月　文化出版局刊　1700 円　辰巳浜子著　辰巳芳子編
随筆。『みその本　みその料理』『まごころの人　辰巳浜子』に続く、辰巳芳子による辰巳
浜子の著作の新装復刻本。

『食といのち』
単行本　2012 年 3 月　文藝春秋刊　1450 円
対談集。対談相手は福岡伸一、川嶋みどり、細谷亮太、竹内修一各氏。後に文庫化。



『辰巳芳子のひとこと集　お役に立つかしら』
単行本ソフトカバー　2013 年 8 月　文藝春秋刊　1400 円
ここまでの全著書から集めた名言の数々、「ベストオブ辰巳語録」。

『仕込みもの』
大型単行本 　2013 年 11 月　文化出版局刊　2800 円
1986 年刊の『手づくり保存食　おいしくつくれて安心して食べられる』を再編集した辰巳
流保存食の集大成。

『食といのち』◉

文庫　2014 年 9 月　文藝春秋刊　520 円
2012 年刊の同題対談集を文庫化。対談相手は福岡伸一、川嶋みどり、細谷亮太、竹内修一各氏。
レシピ付き。

『食に生きて　私が大切に思うこと』
単行本 　2015 年 2 月　新潮社刊　1400 円
随筆。「私の出自」「私に流れる『辰巳』の血」「英霊・藤野義太郎」など、料理とともに生
きた半生を踏まえ、次世代へ伝えておきたい「食べること」の本義。

『新版　娘に伝える私の味　一月〜五月』
新書　2015 年 10 月　文藝春秋刊　1000 円　辰巳浜子　辰巳芳子共著
2008 年刊の同題単行本を新書化。お正月料理に始まる一月から、巻きずしの五月までを収録。

『新版　娘に伝える私の味　六月〜十二月』
新書　2015 年 11 月　文藝春秋刊　1000 円　辰巳浜子　辰巳芳子共著
2008 年刊の同題単行本を新書化。糠味噌漬、バーベキュー、精進料理、ぼた餅とお萩など
を収録。

『スープ日乗　鎌倉スープ教室全語録』
単行本　2016 年 3 月　文藝春秋刊　2500 円
鎌倉の辰巳邸で開かれるスープ教室の講義録。2014 年 3 月から 2015 年 7 月まで、13 回の
教室で教えられたレシピ、語られたことばを写真とともに丁寧に記録。

『クロワッサン Books　辰巳芳子の野菜に習う』
大型単行本ソフトカバー　2016 年 5 月　マガジンハウス刊　2500 円

『クロワッサン』の人気連載「いのちの食卓――野菜に習う」をまとめた一冊。筍ご飯から
始まり、煮サラダ、セロリ・オー・ジュ、カリフラワーのスフレなどの献立を写真ととも
に提案。



『生きるべきように生きれば、いつの日かかならず花は咲くものです』
単行本　2016 年 9 月　ＫAＤOＫAＷA 刊　1300 円
随筆。「いのちの章」「生きるの章」「恵の章」「知恵の章」で構成。

『クロワッサン Books　辰巳芳子の「さ、めしあがれ。」』
大型単行本ソフトカバー　2016 年 11 月　マガジンハウス刊　2300 円
基本の出汁、四季のスープ、究極のスープ、スープに合う料理などの献立を写真とともに
提案。

『続　あなたのために　お粥は日本のポタージュです』
大型単行本　2017 年 2 月　文化出版局刊　2600 円
お粥のかけがえのない口ざわりとうまみは、日本の米があってこそ。七草粥や煎茶粥、牛
コンソメの葛引き粥などの献立を、写真とともに提案。

『いのちと味覚　「さ、めしあがれ」「イタダキマス」』
新書　2017 年 10 月　ＮＨＫ出版刊　780 円
随筆。食の本質が失われつつあるいま、より良く生きるためどうすべきか、「畏れ」「感応力」

「直感力」「いざのときを迎え撃つ」「優しさ」の五つの指標から説く。

『辰巳芳子のことば　美といのちのために』
単行本　2017 年 12 月　小学館刊　1400 円

『和楽』の人気連載をまとめ、さらに印象的な名言の数々を抽出して写真とともに構成した、
美といのちのヴィジュアル名言集。

『NHK 知るを楽しむ人生の歩き方②』　DVD
2007 年 2 月　中録サービス刊　1857 円
辰巳芳子いのちのスープを主題にした DVD。

『フレーベル館　だいすきしぜん　うめぼし』　絵本
2007 年 10 月　フレーベル館刊　1000 円
料理を担当している。

『玉子ふわふわ』◉　早川茉莉編
文庫　2011 年 2 月　筑摩書房刊　780 円
37 人の作家による玉子についてのアンソロジー。37 人の作家のひとり。

『いのちと食　歯科医師会からの提言　食べる――生きる力を支える②』　
大久保満男著　大島伸一編
単行本 　2012 年 6 月　中央公論新社刊　1500 円
対談が収録されている。

関連書籍など



『長い道』　宮﨑かづゑ著
単行本 　2012 年 7 月　みすず書房刊　2400 円
著者はハンセン病療養所長島愛生園で 70 年余を暮らした宮崎かづゑさん。幼少期のこと、
長島での日々、慎ましい日常の喜びを綴った本。対談が収録されている。

『中途半端もありがたい　玄侑宗久対談集』　玄侑宗久著
単行本　2012 年 10 月　東京書籍刊　1400 円
臨済宗の住職で、芥川賞作家でもある玄侑宗久の対談集。「辰巳芳子――父性と母性」とい
う章がある。

『手から心へ　辰巳芳子のおくりもの』　河邑厚徳著
単行本ソフトカバー 　2013 年 8 月　ＮＨＫ出版刊　1400 円
ドキュメンタリー映画「天のしずく　辰巳芳子 “ いのちのスープ ”」監督の著書。映画作り
を経て、レンズの余白に見出した辰巳芳子の本質を綴る。

『おいしく免疫力アップ　ねぎ＆たまねぎレシピ　辰巳芳子ねぎのスープ DVD
付き』 　別冊 NHK きょうの料理（ムック）
2013 年 10 月　ＮＨＫ出版刊　1333 円
誌面でねぎのスープのレシピが紹介され、きょうの料理出演時の DVD が付いている。

「天のしずく 辰巳芳子 “ いのちのスープ "」　DVD・Blu-ray　河邑厚徳監督・脚本　
辰巳芳子出演
2013 年 11 月　ＮＨＫエンタープライズ　3289 〜 4104 円（税込）
辰巳芳子の活動を追ったドキュメンタリー。病床の父のために作り続けたスープは、人を
癒す “ いのちのスープ ” と呼ばれるようになった。そのスープの物語を追い、彼女が食を通
して見つめているものを描き出す。特典映像を収録。レシピ集を封入。

『生きる哲学』　若松英輔著
新書　2014 年 11 月　文藝春秋刊　800 円
批評家の若松英輔が、14 人の著名人の生き様から哲学を読み解く本。14 人のひとりで、『認
める――辰巳芳子と「いのち」』という章がある。

『このレシピがすごい！　伝説の名レシピを読み解く』　土屋敦著
新書　2015 年 5 月　扶桑社刊　780 円
料理研究家の土屋敦が、名人たちのレシピに込めた思い、技、アイデアを考察する。「辰巳
芳子　煮サラダ――親子二代の手で完成された夏料理の王様」という章がある。

『いのちをつなぐ　移りし刻を生きた人とともに』　川嶋みどり著
単行本　2018 年 1 月　看護の科学社刊　2300 円
看護師、看護学者の川嶋みどりが、人の暮らしを見据え続ける看護の眼差し。回想の人々
を愛しみ、老いと生死観について綴る。対談が収録されている。


